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熊本県科学研究物展示会は、昭和１２年２月に開催された第１回児童生徒創案品表彰展覧会を前進とし
て、戦争による中断など幾多の変遷がありましたが、直接、児童生徒の指導にあたられてきた多くの先生方
を初め、科学を大切にする県民の皆様のお力添えのもと、回を重ねる毎に充実発展してきました。今年も、
（10/26確定）点を越える優秀な研究作品の中から、珠玉の（ 10/26確定）点を展示することができました。
科学は、その進歩によって豊かさがもたらされるとともに、私たちが直面する地球規模の問題の解決にもそ
の適切な活用と更なる発展が必要とされています。未知なるものに挑戦し、謎の解明や新たな知の獲得を目
指す科学研究の重要性は、今後も一層高まっていくことでしょう。こうした共通認識のもと、「科学する
心」を育む科学展が７０回を迎え、さらに今後も回を重ね、益々発展していくことを願っています。 

                           平成２２年１１月５日 
                           熊本県立教育センター所長 松本 隆一 

科学展 URL:http://www.higo.ed.jp/edu-c/kagakuten/index.htm 



未来を拓く「科学展」 
             今村義隆 
科学展７０周年を心からお祝い申し上げます。 

私は、児童生徒の興味や疑問を研究意識として高
め、観察・実験などを通して科学的に探究する活
動を行い、児童生徒の研究物や発明が多く入賞
することができ感謝しています。 
 また、各地区の科学展・県科学展審査等に携わ
り、自然の事物・現象をテーマにした継続的な研
究やアイディアに出会い、人間の持つ探究心と英
知の素晴らしさに感動しました。 
 科学展の営みは未来を拓く人づくりであり、夢を
育む科学展となることを期待しています。 

やる気と自信を醸成する  

__＿科学研究・発明工夫 ＿＿              

立山德明 

山鹿市立平小城小学校の特色の一つは、
すべての児童が数ヶ月間に渡って科学研究
又は発明工夫のいずれかに取り組み、十月
に実施される鹿本郡市科学展・発明工夫展
に出品することである。また、熊本県科学展・
発明工夫展においても毎年のように入賞して
いる。さらに、意図的・継続的な取り組みが認
められ、昭和五十五年と平成三年の二度に
渡り創意工夫育成功労校として科学技術長
官賞を受賞している。これらはすべて、教師
の教導に応えた児童達が実現したものであ
り、科学研究・発明工夫は、今や平小城小学
校の伝統の一つに数えられ、児童のやる気と
自信を醸成している。 

科学展で人生を豊かに 
阪本英晴 

初任校で、ウミガメの謎解明に熱心な先輩教師の姿、子

ども達の探究する姿、その作品の出来栄えに感銘を受け

た。それ以降、私は子ども達と共に地域や身近な素材の謎

解きに取り組んだ。一番楽しかった思い出に科学研究をあ

げる生徒にも出会った。私は長年菊池郡市科学展の運営

に携わってきたが、多い年では千人近い出品があった。関

係者には大変感謝している。科学展には、自然、自分、人

との対話があり、人に必要な資質（思考力・判断力・表現

力）を養う糧となる体験がある。 

研究物指導を振り返って 
潮﨑睦子 

科学の研究は、装置の作成、実験観

察を通してのデータ収集、そのデータの

分析といった地味な作業の連続だが、

それを面白いと感じるタイプの生徒がい

る。科学展はそのような生徒に活躍の場

を与えてくださった。 

 また研究を通じ、技術立国日本の貴重

な人材が育っているのかもしれない。そ

う思うと指導する立場としてもやりがいの

ある日々を持つことができた。研究の合

間に、普段の授業ではなかなかできな

い、自然観について話し合ったことも

楽しい思い出である。 
 

自分にとっての科学展 
平塚勝一 

５０年程前の自分の中学生時代の科学展について
考えてみた。中１で「花色素について」、中２で「メッキ
について」、中３で「イモリの尾の再生について」に取り
組んだ。どの作品も県展で好成績を収めることが出来
た。これも当時の理科の先生の指導のおかげである。
夜９時頃まで指導していただいた。その当時、発売さ
れた棒ラーメンをビーカーで作って先生と食べてがん
ばった。また、その当時は車があまりなかったので先
生のスクーターの後ろに乗せてもらって家へおくって
いただいたことを覚えている。その先生の影響で自分
も中学の理科の教師になり、へき地の中学校で科学
展の研究を指導した。夜遅くまで生徒と頑張っている
と、保護者の方々が握り飯や豚汁を持ってきてくだ
さった。山間地の小さな中学校の生徒に必ず１枚は県
代表の表彰状を握らせて自信をつけさせたいという思
いであった。科学展は自分の理科教師としての原点
である。  

「科学展」を永遠に！ 
鶴田孝三 

 ３３年前に科学展と出会った。県外出身の私

は、この年博物館で初めて見た研究作品に感

動した。科学展は児童の科学的思考力や表現

力を高めるばかりでなく研究過程で子ども相互

や児童と教師との心の絆をも強めてくれる。今ま

で自然の中で展開してきた研究活動は鮮明に

心に残る。教えるのではなく子どもと一緒に自然

を調べ感動を味わうつもりで積極的に参加して

ほしい。数々の思い出を私にくれた科学展の歴

史が永遠に続くことを願う。 

県科学展７０回記念にあたって 
富﨑純弘 

熊本県科学研究物展示会が、今年７０回を迎えま

したことに対しお祝いを申し上げます。 

私は、子どもたちとともに科学展に取り組めたことをと

てもありがたく思っています。 

それは、マドボタルやヒメボタル、ニホンヒキガエル、

ハクセンシオマネキ等の様々な天草の生き物に出会

い、自然のすばらしさや神秘性を実感できたこと。作

品作りを通して子どもたちや保護者の皆様とのつなが

りが深まったこと。そして、子どもたちが、その後も科

学研究に取り組んだり、理科や科学研究を生かした

進路を選んでくれたりしたことを嬉しく思います。 

科学展に寄せる私の想い 
橋野由美子 

「１度に何匹のハエが生まれて飛んでいくの？」２０年
前の小学生の作品を見たときの笑いと感動は今も鮮明
だ。彼女は家族に餌が臭いと反対されながらも、祖母
の助けを借りてこの研究をやり遂げた。「私たちの」が
つく本研究展の魅力はここにある。出た結果は何匹で
も良いのだ。研究は、言われたことをそのままやって決
まった一つの答えを出すことよりも、小さな事にでも疑
問をもち自分の考えをはっきり主張して成果に結びつ
ける事が最も重要なのだ。題名を見ただけでわかる発
想の面白さ。主体的に取り組む事でしか得られない自
分なりの答えが見つかった喜び。ちょっぴり誇らしくなる
その経験が子どもの豊かな個性を伸ばし将来の財産と
なるであろう。「私たちの科学研究」に一人でも多くの子
ども達が携わり、その経験を糧として人生を豊かにして
ほしいと願っている。 

科学展の思い出 
              西田孝宏 

 生徒達が「地盤の液状化現象の研究」に取り
組んだ直後、阪神大震災が発生しました。生徒
達は、研究した現象が、現実となって目の前に
現れたことに驚き、研究の大切さを実感するとと
もに、地震の被害や対策について考えを深めて
いきました。 
生徒達は、試行錯誤して器

具や方法を考え、実験し、記
録し、グラフ等にまとめて考察
することまで経験します。 
科学展への取組は、創意工

夫する能力や科学的な思考、
態度が育つと思います。 
 

こんな豆腐も出来るんだ 
村田十五郎 

 「豆腐は大豆から作ると言うけど、どうも信じら
れん」素朴な子どものつぶやきだった。集められ
るだけの豆を集め、豆腐づくりを目指した。勿
論、数種の豆でしかできなかったが、にがりの量
や水温、容器の形や大きさ、堅さなど、研究の要
素は多々あった。 
 残念ながら、賞は取れなかった。でも、砂糖入
りの甘い豆腐、食紅で染まったピンク色の豆腐も
あった。「わー、おいしくない。」と言いながらも、
嬉しそうに食べていた子どもの目は輝いていた。
今でも、冷や奴を食べる時、ふと思い出す。二十
数年前の夏だった。 

科学展の思い出 
岩永純二 

社会人となった教え子達と、思い出話に花を咲かせ
ることがある。「作品は大事に持っています。」とか、
「科学研究を通して学んだことが、今の仕事や生き方
に役立っています。」等ということを聞くと、試行錯誤し
ながら悩んだことが楽しい思い出としてよみがえってく
るから不思議なものである。個人的にもセンサーを利
用した理科教具の開発をライフワークとしてやってき
た。すばらしい先輩諸氏と出会い、切磋琢磨すること
で、「継続は力なり」「一生懸命に打ち込んでいる時に
は何事も苦ではない」という教訓を学ぶことができた。
今後も、科学研究を通して「科学する心」をもった子ど
も達が数多く育っていくことを願っている。 

県科学展70回に寄せて 




